業績目録（黒川忠） by 東北大学史料館
業績目録（黒川忠）
著者 東北大学史料館
号 920
発行年 2005-03
URL http://hdl.handle.net/10097/00065737
災川
平成 17年
束北大
(茗作目録
3 1j
史料館
第 920 ぢ')
志教授業瓢
????
?
拠 、
、
ご 四 叫 、
＼ 、 怜 , 、
、 、
J ^ L
歴
I V 仟 Π 3 9 仔  3  J I
昭 羽 1 3 9 午  4  河
昭 和 4 7 年 3  打
生 作 ・ ナ 1 日
出 身 地
所 属
ー 、
、
忠 教 授 略 歴
黒 川ノ 、 、 、
昭 和 1 6 q 三 6 月 2 0 Π 牛
1 、 「 」 成 ↓ 1 ; 、
医 ツ リ 祁 ・ 保 健 学 科 ・ 検 査 技 術 科 学 専 攻 ・ 基 礎 検 在 学 誠 座 ・
病 原 検 査 学 分 町
、
平 成 1 7 年 3  村
智
● 4 - 、 、 艇
、 y ご 、
昭 1 叫 7 年 4  打
山 形 大 学 文 則 ツ 部 理 学 科 卒 業
央 北 大 学 理 ツ 部 化 学 科 研 究 小 ( 昭 和 U 年 3 刀 ま で )
束 北 人 学 大 学 院 即 学 研 究 科 " 士 課 程 修 f
こ の 剛 , 昭 和 4 3 年 5 j ] 1 E は り  7 上 」 3 1 Π ま で の 3  力 月 制 , 台 湾 ブ リ ス ト ル 研
究 所 に 留 学
東 北 大 学 大 学 院 譲 _ 半 研 究 科 研 究 1 に ( 昭 和 4 9 年 3 月 ま で )
職
歴
昭 利 4 7 午  d  月
昭 羽 H 8 年 d  乃
畷 仟 打 4 9 介  4 月
昭 和 郭 年 9 打
昭 和 6 3 イ f  4  打
平 成 4 年 3 刈
平 成 5 年 4 刀
平 成 U 年 4 河
平 成 1 5 年 1 0 j l
柧 剛 寺 姪 期 人 学 井 常 剃 ' 捌 而 ( 昭 和 4 9 郁 3 月 ま で )
東 北 労 災 高 等 着 護 半 般 J P 常 勤 刷 イ 栃 ( 昭 和 4 8 年 Ⅱ 打 ま で )
東 北 大 ツ 迭 療 技 術 姪 捌 大 学 部 助 教 授 ( 衙 生 技 術 学 科 ) に 就 任
米 仏 1 倒 寸 拙 研 究 所 ( N I H ,  N C D  に エ キ ス パ ー ト の 資 格 で 而 外 出 張 印 召 利 5 6 午
9  刀 ま で )
東 北 大 学 薬 学 部 非 常 効 講 帥 併 任 ( 平 成 1 7 年 3 刀 ま で )
東 北 大 学 医 療 技 術 短 朔 大 学 部 ( 衛 牛 . 技 術 学 科 ) 教 授 に 外 任
東 北 大 学 氏 療 技 術 姪 期 人 学 部 ・ 衛 ル . 技 術 7 科 、 垪 千 ( 平 成 7 年 3 月 ま で )
東 北 大 学 医 療 技 術 短 期 大 学 部 ・ 衛 生 技 術 学 科 主 任 ( 平 成 1 3 年 3 月 ま で )
東 北 人 学 医 学 部 保 健 学 科 ・ 検 介 技 術 科 学 ] b 攻 教 授 を Π 命
東 北 大 学 匪 療 技 術 短 朔 大 学 部 椴 授 を 併 任
東 北 大 学 を 停 年 退 職
?
?
?
学 イ"
川仟山フィ1
受賞
1勺戊911.煙'HJJ劇1ι公衆俳門,協会何{介助成
平成Ⅱ11峨筥城L1ι公衆衛小恊会研介助成
学会における活動(役員等)
11永矧1■'γ会東北ゼ都地力委n (昭和511f一十成1フィ1・)
社会における活動
宮城L1ι総介神1,ヒ'1'"TJI、'常勤'i片帥(平成 4 11二ー'r 成1711・)
'宮城",UJ f斬閲感染劾ヌ1策釧究協,入会(会k '今野知助名11教十乏)研究川n し1勺女"1「・ー'γ
成1311)
仙台11」1父「訓】会附属'イ1'ム'、4学院」I.、常勤,乱「訓1 (平1"12イに 4 jl 一十'成1ι午 3 」D
財団法人仙台微門、物研窕所伊1!・上長.]、iⅡ1 名両剣./Lツ.1七),十'般n ('円女1:御・一十成17.1)
Uj Ny'ト非 1.(央北人リ0

研究論文
1.フラボノイト化介物の質址スペクトル
仏.々人慎・,板煽父不,1県川恕,波辺英_L,占山鉄美
質品分析.14を,82-92f{,昭利4【川'1jl
Mass spectra of Alicydic compounds containing Alkyloxiranes as partial、
S廿Ucture
板川父丕,1熊川忠,森山松,渡辺英_L,仏_々木快
Clem & 1nd. 1654頁,昭羽140年10乃
The Mass spectra of chalcones, Flavones and lsoflavanes
榎煽X不, 1P、川忠,仏1々木快・, chingTe chang, Fa-ching chen
BUⅡ. chem. SOC. Japan.39准,538-543f{,昭罰14Ⅲド 3 jl
Mass spectromettic studies of Metal Acetylacetonates
佐々人悼・・,板垣Xf, 1熊川忠,,・1,西再爾, M1原見
BUⅡ. chem. SOC. Japan.卯を,76-80f{,昭禾11414r・1jl
Extraction of ponasterone A and Ecdysterone from podocarpaceae and
Related plants
◇井俊,「1,欣IM1叩、ニ,,・1・,西霄倹,111枝111人, 1!1川/1之'、
Steroid.10を,557-565貞,昭駒142イ1'・ 5 j]
Isolation and ldentification o{ Meiosis indudng substance in starfish Asterias
an〕UI'ensls
百》谷帖大,白ノ"告f,ヰ・H川子;鯛,1県川忠
Nature.2211全,517フ,273-27Ui,昭村】44イ干・ 1JI
E丘ects of various ada〕ine derivatives on oocyte maturation and spawing m the
Starfish
金谷時大,黒川忠,小1川霄爾
The Bi010gical BUⅡetion.137谷,384-3Π,昭利444Floj]
Deoxyelephantopin and its inta'relation with Elephantopin
}県川忠,'・い四霄儒, W. WU, H.Y. HSU,丸山雅"t, S.M. Kupchan
Teu・ahedron Le杜ers. N033,2863-2866f{,昭荊14予r8 j]
Formation of polyprenol phoshates by a ceⅡ一Free En2yme of Micrococcus
Iysokeildicus
1県川!t、,小介恊一ξ,瀬戸秀
Biochem. Biophys. Res. conⅡれUm.45巻,251-257貞,昭矛1146イf 1 1j
業
2
驫{
3
目
4
5
6
7
9
8
21 0
ヒ ト 1 m 沽 中 を 流 れ る J 1 井 " E i 拘 免 投 扣 ] 1 例 1 加 質 ( 1 R A ) に つ い て
石 則 名 再 緋 , 1 、 叺 川 忠 , 斉 心 愽
臨 床 と ウ イ ル ス . 2  巻 , 4 2 1 - 4 3 2 貞 , 昭 和 4 9 1 r H  打
P U 丁 i f i c a t i o n  o f  a n  i m m u n o s u p p r e s s i v e  p r l n c i p l c  h 、 o m  E h r l i c h
本 人 宏 昭 , ! 県 川 忠 , 山 石 宏 行 , 北 Π 文 郎 , 小 野 弧 1 , 右 川 名 両 却 1
G a n n , 6 6 巻 , 5 6 9 - 5 7 2 貞 , 昭 不 1 巧 0 イ 1 ' ・  5  打
A  N e w  p r e n y l t r a n s f e r a s e  h ' o m  M i c r o c o c c u s  l y s o d c i k t i c u s
佐  1 ・ 「 当 , 小 倉 恊 一 { , 瀬 j → 秀 ・ ,  1 具 川  1 ι , 、
B i o c h e m .  B i o p h y s .  R e s .  c o m m u n . 8 5 巻 , 5 7 2 - 5 7 8 貞 , 昭 千 1 1 5 3 圷  2  j 、 1
老 化 と 血 沽 フ リ ー ラ シ カ ル
イ ノ ' . 々 人 吐 郎 , 依 H 1 敏 行 , 山 極 洪 紹 , 伊 j 係 昭 彦 、 梅 祚 , . 1 f 叫 , , 心 ・ 原 轉 , 1 、 1 J 、 川
I b
. L : . 、
j 1 立 新 [ 父 学 . 3 3 遂 , 8 6 3 - 8 6 7 f 〔 ,  f V 1 和 5 3 q 5  打
N e w  i n h i b i t o N  h 、 o m  t l 〕 e  B l a s t o - g e n a t i o n  H u m a n  L y m p h o c y l e s  o f  l s o l a t i o n
f r o m  E d i b l e  M u s h r o o m s
柴 川 芳 災 , 石 川 名 再 鮒 , 柿 木
毛 利 威 徳 , 加 1 1 1 沿 と , 1 , 1 ル ↑ i 5 , 1 、 P J ^
「  1 オ
' ι : . 、 ,
七 郎 , 朝 倉 富 貴 f , 白 浜 帖 久 , 松 人 毅
A g r i c .  B i 0 1 .  c h e m . 4 2 巻 , 2 1 7 9 - 2 1 8 0 頁 , 昭 千 1 巧 3 イ 1 ' ・ 1 1 j l
マ ッ シ ュ ル ー ム か ら 分 剛 し た P H A 幼 X 化 1 琳 轡 物 質
柴 Ⅲ 芳 災 , 石 川
毛 利 威 徳 , 1 、 " 東 ツ ヘ ,  f , 加 1 1 1 浩 之 , , 筒 j l ・ ・ 1 ・ 1 i ,  1 、 煕 川
1 1  1
" ι : 、 、 ,
名 霄 即 , 柿 本 七 郎 , 朝 倉 富 貴 f , 内 浜 時 久 , 松 本 毅
Π 本 農 I X 化 学 緋 誌 . 5 3 1 を ,  1 8 3 - 1 8 7 f i , 畔 仟 Π 5 4 イ 1 ' ・ 6  j ]
I n h i b i t o r y  e 丘 e d  o f  c y t o l d n i n e s  o n  p H A - i n d u c e d  h u m a n  l y m p h o c y t e  s t l m u l a ・
t l o n
斉 藤 卓 也 , 柴 川 芳 実 , 1 県 川 忠 、 , 石 川 名 将 剣
E x p e r i e 址 i a . 3 5 1 全 , 6 部 一 6 8 6 頁 , 昭 不 1 1 5 4 午 5  j ]
血 沽 ブ ス コ ル ベ ー ト ラ ジ カ ル の 愆 筬 , 1 1 ・ に 加 齢 と の 関 係
久 保 Ⅲ 省
忠
佐 々 木 陸 郎 , 1 県 川
迭 学 の あ ゆ み . 1 1 7 を , 7 4 一 乃 f i , 昭 駒 1 5 6 勺 ' ・ 2  打
血 消 ア ス コ ル ビ ン 触 挑 の 竹 X I
佐 々 木 " 部 , } 県 川 忠 ,  f 老 右 一 '
恢 学 の あ ゆ み , 1 2 1 巻 , 乃 一 7 6 貞 , 昭 利 5 7 q ・ 4 月
S e p a r a t i o n  o f  R e t i n 0 1 ,  R e t i n o i c  a c i d ,  M a n n o s e  D 0 Ⅱ C y l m a n n o s y l  p h o s p h a t e ,
M a n n o s y l r e t i n y l  p h o s p h a t e ,  D o l i c y l p h o s p h a t e  a n d  R e t i n y l p h o s p h a t e  b y  H i g h -
P r e s s u r e  L i q u i d  c h r o m a t o g r a p h y
黒 川 忠 ,  L . M . D e L u c a
A n a l .  B i o c h e m . 1 1 9 巻 , 4 2 8 - 4 3 2 頁 , 昭 罰 巧 7 年 2  打
H
1 2
1 3
N
1 5
1 6
1 7
1 9
1 8
20 Generation of Free Radica]s and lnitiation of Radical Reaction in Niれ'ones-
Fe"、十一 phosphate BU丘er systems
クJ呆H1竹三,池し材灯午, 1f、川忠,イノ'1々人叶則1,松岡党昭,小野稔
Biochem. Biophys. Res. commum.1081ち,1025-1031R,昭利57'「' 3 jl
Nature of seruln Ascorbate Radical and lts Quantitative Estinlation
佐々人F、郎, 11、リΠ忠, f老名一ξ
Tohoku. J. exp. Med.136を, H3-119貞,昭不Π57年211
ASC01・bate Radical and Ascorbic Acid Leve]in Human serum and Age
仏・々人叶郎,黒川忠, f老打一{
J. Geront01.381f,26 -30 fl,昭千1158イ1ミ 1 jl
Inf]U臼〕ces of sex and Age on ser山]] Ascorbic Acid
佐々人陀郎,}熊川忠,小林梯_ム,予老省
Toh01ζU.]. exp. Nled. 140IS,97-104頁,昭チ1】58ザ 511
ヒト血冶ブスコルベートラジカルのスビン濃度とアスコルビン触との関係
佐々人叶'部,小林悌_ニ, 11、り"忠,丁・老名一、
獣ケγのあゆみ.126を,釧7-618貞,昭和58イに8jl
S璃nificance of 血e Equilibrium constant l)etween senlm Ascorbate Radical
and Ascorbic Acid in Man
ν'々人峠郎,小林悌ム,jp、川忠,渋谷人助,丁老お→
Toh01ζU. J. exp. Med.144巻,203-210fi, fV1千1159郁 2 j]
放牙胖側城射による過触化朋質牛.成に対するアスコルビン酸の影W m ⅥV0及
ひ in vitr0 での検,;、1
佐々人畔郊,!熊川忠,廣野治子
過"安化脂質研究.8 を,兜一94R,円仟Π59午8 打
Factors lnnuencing Ascorbate Free Radical Formation
渋谷人吻忠佐々人陛郎,1熊川
Biochemistry lntemational.10lt,155-163貝,昭千"6041'・ 2 jl
Use of K value of Ascorbic acid as a clinica11ndex of Attack by oxygen
Radica]S
佐々木陛郎, jl、、川忠,四く谷人助,人原lf'{,枝迄1よ,中山制,
J. C]in. Biochem Nutr.6 巻,57-63頁,汗り戊元くF 1 1}
放射線治療の掘患者の血消K仙に対するビタミンC及びビタミンKの影粋
佐々ポ陛郎,淺川祥,1県川忠,人Ⅱ1 温
磁長U如鳥とUミ学. 1 巻, 167-171貞,十・成 21r 3 刃
21
22
23
24
25
3
26
27
29
28
43 0
ヒ ト 血 沽 ア ス コ ル ベ ー ト ラ シ カ ル の 死 亡 後 の 変 動
U , . 々 人 陸 郎 , 淺 川  i Υ ξ , 1 、 煕 川 忠 , 太 山 温
磁 女 U U 児 と P ξ 学 . 2  1 全 ,  1 0 3 - 1 0 9 f 〔 , 十 成  2  イ f l o J I
マ ウ ス 腰 腔 マ ク ロ フ プ ー ジ 及 ひ 工 ー ル リ ヅ ヒ 掘 剤 Ⅲ 抱 の  1  メ チ ル ブ デ ノ シ ン に
よ る 増 舶 抑 制
1 県 川 忠 , 佐 喋 泰
東 北 人 ワ W 大 療 技 術 1 劇 馴 人 学 1 稲 紀 要 . 3  巻 , 4 5 - 5 2 貞 , 平 成 6 q  2  打
宮 城 L I , { 仙 北 地 ガ の 温 泉 水 に お け る レ ジ オ ネ ラ の 巧 染 状 況 飼 介
ノ 、 、 {  J [ ニ[ ニ 、
東 北 大 学 氏 療 技 袮 1 力 " 切 人 学 部 紀 便 . 6  谷 ,  1 - 1 0 貞 , 、 γ 成 9 年  l j l
仙 台 市 及 ひ そ の 近 郊 の 温 尿 水 の レ ジ オ ネ ラ 菌 汚 染 状 況 調 査
東 北 人 学 氏 療 技 術 知 朔 大 学 部 紀 愛 . 7 巻 , Ⅱ 一 2 0 貞 , 乎 成 1 0 イ 1 二 1  打
L e g i o n e Ⅱ a  p n e u m o p h i ] a s e r 0 即 ' O U P  4  の  A P - P C R  法 に よ る 分  f 投 学 的 解 析
東 北 人 学 氏 療 技 術 短 瑚 人 ツ ゞ 那 紀 要 . 7 を ,  1 4 3 - 1 4 8 頁 , 、 F 成 1 0 午 9  刀
S E A - S X F v  a s  a  b i - 1 U n c t i o n a l  a n t i b o d y :  c o n S 廿 U c t i o n  o f  a  b a c t e r i a l  e x p r e s s i o n
桜 井 岫 1 樹 , 上 藤 俊 飢 , 鈴 人 正 徳 , 津 本 浩 平 , 竹 村 r 〔 ・ , 児  K 英 謙 , 1 f 原 真
冶 , 与 前 原 , 片 寄 友 , 篠 1 " 雅 央 , 1 熊 川◇ j l - 1 告 一 1 , 松 野  I F 紀 ,
忠
熊 谷 呆
B i o c h e m .  B i o p h y s  R e s .  c o m m u n . 2 5 6 1 f , 2 2 3 - 2 3 0 貝 , 平 b 艾 1 1 ζ 1 二  3  j l
腸 管 出 血 件 人 腸 萌 の 庠 牛 . す る 志 賀 心 業 2 劉 バ リ ア ン ト の 避 仏 f 刑 別 汰
「 1 1
J 亘 L 、
公 衆 衛 牛 . 1 占 ' 縦 み や ぎ .  N 0 2 8 6 , 9 - 1 4 頁 , 、 V 成 1 2 イ f l 0 刀
腸 竹 辨 血 竹 大 腸 菌 の 庠 牛 す る ' 賀 心 * 2 バ リ ア ン ト の 遺 イ ι V ・ 刑 万 嚇 去
1 県 川 忠 , 村 川 斯 和 , 斉 藤 紀 h
宮 城 ↓ f ι 公 衆 徳 i 牛 学 会 会 誌 . 3 3 号 , 9  f 〔 , 乎 成 1 3 q  3 j l
3 1
3 2
3 3
含 触 索 異 節 喋 状 化 介 物 の マ ス ス ペ ク ト ル
佐 々 人 慎 ' ,  1 県 川 恕 、
化 学 . 2 0 遂 ,  1 0 7 0 - 1 0 別 R , 昭 和 4 0 年 1 υ 1
テ ル ペ ノ イ ト の マ ス ス ペ ク ト ル ( モ ノ ー 及 び セ ス キ ー テ ル ペ ン )
佐 々 木 快 ・ , 煕 . 川 忠
化 学 . 2 1 呑 , 1 5 8 - 1 7 0 n , 昭 1 叫 1 イ F 2 j j
3 4
3 5
3 6
3 7
2
総
?
3 仙台市近郊の1品呆におけるレジオネラ属前による汚染状況開査
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jt川研究所イ1.縦 27号 2磁一262,1968イr
6. Bifidobacterium bifidum のインターフェロン'誘止旦1指
1、畏川忠,払y東秀一{,石1Ⅱ右再鄭
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牛 休 ・ 脂 質 へ の 放 身 仔 別 1 熊 射 に ヌ 、 1 す る ブ ス コ ル ビ ン 酸 の 影 刈
石 1 " 名 再 緋 , 仏 々 人 吐 郎 ,  1 、 巳 川 忠
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ノ カ ル シ ブ お よ び そ の 類 似 菌 達 択 分 航 培 地 の 検 , 1 、 1
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石 1 Ⅱ 名 霄 雄 , 松 川 倫 政 , 桜 ル 災 , 1 、 〔 ^ 川 忠
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